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県立都市公園B

県環境研究センター

クラウド上で測定データの
遠隔監視が可能

事業概要
（１）各公園に暑さ指数（WBGT）の測定機器を設置し、管理事務所及び当センター

においてWBGTをリアルタイムで把握します。
（２）測定値が、熱中症発生が懸念されるレベルとなった場合に、園内放送により

来園者に対し熱中症対策に関する注意喚起（①水分・塩分の補給、②こまめな休憩、
③日よけ対策の提示）を行います。

（３）実施期間中のWBGT測定結果と、国が測定している県内のWBGTや県内の熱中症
患者発生数との関係を整理するなどし、その結果をホームページで公表します。

県立都市公園A

暑さ指数計（アラート用）
・暑さ指数が一定の値を超えるごとに、
積層信号灯の表示が変化
（青→緑→橙→赤）

⇒「厳重警戒」レベルに達した段階（橙）
で園内放送により来園者へ注意喚起

暑さ指数計（データ送信用）
・測定データをクラウドに自動送信

※暑さ指数計は、出力端子が1つのため、１公園につきアラート用とデータ送信用の２台を設置

令和４年７月１日から９月３０日に、
次の６公園で実施します。
・柏の葉公園（柏市）
・北総花の丘公園（印西市）
・行田公園（船橋市）
・青葉の森公園（千葉市中央区）
・千葉市昭和の森（千葉市緑区）
・館山運動公園（館山市）

（県気候変動適応センター）
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